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　私は、現在５階南病棟で勤務しながら患者さんやご家
族にがんにともなう身体症状への苦痛や不安に対するケ
アを行っています。毎週木曜日は緩和ケアチームで各病
棟のラウンドをしています。看護師から患者さんの痛み
や症状に関するケアの相談を受け、患者・家族へのケア
を一緒に考えています。
今回は、がんの痛みに使用する薬について説明します。

「がんの痛みに使用する薬剤について」
　がんの痛みに使用する痛み止めをオピオイド鎮痛薬（医
療用麻薬）といいます。オピオイド鎮痛薬の使い方には
WHO（世界保健機構）で定めた国際ルールがあります（図1）

①患者さんが自分一
人で使用すること
ができる「飲み薬」 
で始めるのが基本
です。ただし、飲み
込めないなど問題
や副作用が問題と
なる場合は、貼り
薬（皮膚から痛み止めを吸収させる製剤）や注射薬、坐
薬を使うこともできます。薬は、患者さんの症状によっ
て選びますが、病院によって使うことができる薬の種
類に違いがあるので、医師や薬剤師に相談しましょう。

②がんの痛みを治療するオピオイド鎮痛薬は、「痛くなら
ないように使用する」「鎮痛薬の効果が途切れないよ
うに継続して使う」ことがとても重要です。通常、一定
の間隔で規則正しく使います（12時間、24時間、3日
ごとなど）

③がんの痛みには、さまざまな種類があり、オピオイド
鎮痛薬は痛みの強さに応じて使い分けます。痛みの強
さや、使った上での効果を見て、段階的に痛み止めを
選んでいきます。

④がんの痛みの治療の目的は、まず患者さんの痛みが十
分にとれることです。その上で、吐き気や便秘などの

副作用に注意し予防します。また、身体の状態の変化
をみながら、鎮痛薬の使用方法（内服、注射、貼付剤）
を変更する必要があるかどうか注意しながら医師、薬
剤師と共に治療します。

「日常生活のポイント」
◆入浴
貼付剤の使用時は、張り替える時間の設定を入浴時間
と合わせましょう。貼付したままの入浴は体温の上昇
に合わせて薬の体内への吸収量が増加する可能性があ
るので避けましょう。
◆食事
食欲がないときは、食べやすい食事の工夫をしましょ
う。嘔気症状などが続けば主治医へ相談してください。
◆排泄
便秘症状があるときは、お腹の張りや排ガスに注意
して早めに主治医へ相談してお薬を服用しましょう。

　最後まで「その人らしく過ごせる」ように、医師や薬剤
師と一緒にケアの方法や薬剤の使い方など患者さんの苦
痛の緩和に努めていきたいと考えています。また、緩和
ケア病棟だけではなく、患者さんの療養の場がどこでも
あっても緩和ケアが
受けられる環境が提
供できることを目指
しています。

鎮痛の目標を段階的に立てて
緩和していきます。（図2）
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江津商工会議所青年部（江津ＹＥＧ）

商工会議所青年部（YEG）とは
どんな団体？

令和元年度　会長   盆子原　健

商工会議所青年部（YEG）とは
　商工会議所青年部（YEG）は商工会議所に加入している
企業の経営者もしくはそれを担う若者で構成されています。
私たちＹＥＧには「綱領」という方針・主義主張を箇条書に
したものがあります。この綱領を抜粋すると、地域社会の
健全な発展を図り、次代への先導者としての責任を自覚
し、地域の経済的発展の支えとなり、豊かで住みよい郷土
づくりに貢献するとあります。その綱領のもと、私たちはＹ
ＥＧに所属し活動しています。そんなＹＥＧに入会している私
たちに、良く聞かれることがあります。

 「ＹＥＧをやって、何のメリットがあるの？」
　地域を元気にすることを目的にしたイベント活動や、それ
を実施するため、仕事終わりに集まる会議に時間を費やし、
苦労は多くあります。そのさまざまな活動の中で、メリット
の捉え方は人それぞれだと思いますが、私が思うメリット
は、大きく２つあると感じています。

ＹＥＧに所属するメリット
　一つは「出逢い」こそ財産。江津のメンバーはもちろん、
県内外の青年部会員と出逢い、会話すること。その全てが異
業種・同業種交流の場であり、広い視野と人脈の形成に努
めることがビジネスのヒントとなり、自己成長に繋がります。
　もう一つは仲間や地域のことを想い責任を持って本気で
行動することによって、周りからの「信頼」というビジネス
で最も重要な要素を獲得できます。そのメリットを共有す
ることが出来るのが、この団体だと思います。

「中国ブロック大会 江津大会」への想い
　その活動の中で、令和元年10月に『日本商工会議所
青年部第37回中国ブロック大会江津大会』を、江津市で
開催することになり、私たち江津YEGがその大会を主管
することになりました。
　この大会は、中国地方の各地で毎年開催されますが、
島根県内では40年に一度の開催となります。毎年各地で
開催されているこの大会には、中国地方を中心に全国から
若き経営者たち（ＹＥＧメンバー）が1000名～1500名の
登録し開催地へ訪れます。

〈開催地テーマ〉
やるしかない！ ～笑顔ひろがる未来のために～
　中国地方で人口が一番少ない市、江津市。 消滅可能性
都市⁉東京からの移動時間距離が全国で一番遠いまち江
津市（高校の教科書「地理 A」に掲載） 。そんな自虐ネタ
を挙げればキリがないくらいあります。 
　しかし、そんなまち、この時代だからこそ青年経済人とし
て地域産業の発展、住みよい郷土づくりの進歩に向け高い
志をもった行動が必要です。 私たちが住む江津市は、多く
の先人たちの熱い思いによって創られました。 かつて時代
と地域を先導した偉人たちが活躍したのは、我々と同じ青
年期。 次は私たちがその意思を引き継ぎ、未来を創造し、
笑顔が広がる地域づくりを目指します。
 
やるしかない！ 愛する地域の為に、使命感をもって
やるしかない！ 消滅可能性都市？消えてたまるか 
やるしかない！ 未来を背負う地域の子ども達の為に 
やるしかない！ 責任世代として立ち止まる訳にはいかない 
やるしかない！・・・ そう、俺たちがやるしかないんだ！！
 
　今年10月、この大会この江津市へ訪れる人に、 こんな
まちだからこそ出来ているモノ・コトを見て感じてほしい。 
このまちでイキイキ活動している我々を見て感じてほしい。
やるしかないまち、江津を体感してほしい。『私たちは何故、
この地域で商売をしているのか』　『私たちは何故、この地
元で活動をしているのか』　『ココにいる理由』を、今一度
考え見つめなおし、更に地域を想い地域を愛する、笑顔が
広がる未来の為に、やるしかない！！

今年５月に江津で開催した中国地方の
YEG会長が集まる「第1回会長会議」

中国地方の各地で江津大会のPRを
行なっている様子（山口県山口市）
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